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「機中八策」

　最近、親と子どもとの関係づくりの工夫として、千葉県の児童相談所長の渡辺氏が考案した「機中八策」ということを知りました。これは、幕末の藩士「坂本龍馬」が新しい日本の夜明けに向けて船の中で考えた「船中八策」を参考にして「飛行機の中で考えた」ことから命名したものですが、子どもとのコミュニケーションづくりに参考になるのではと考え、ここでご紹介します。
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これから、夏休みを迎えます。子供たちには、夏の行事である「キャンプ」や「海水浴」、「花火」や「盆踊り」など、目いっぱいに満喫してもらいたい、と考えています。夏が終わった時に真っ黒になった子供たちの姿を今から楽しみにしています。

一方で、西日本の記録破りの大雨による被害の状況が毎日報道され、多くの家屋や道路などの損壊や、犠牲者の数も200名を数える状況を報道しています。そして、猛暑です。気温が35度を超える猛暑日が続き、40度を超えるところも出ており、熱中症による被害も増加しているようです。ここ北国にも天候不順が続き、今まで考えたこともなかった蝦夷梅雨により、不安定な天候が続いておりました。集中豪雨もあり川の氾濫や農作物への被害も大きかったようです。

　２０１１年の「東日本大震災」の時にも感じたことですが、大きな自然の中における文明や科学といった「人の力」の無力感を覚えます。そして、このような「大震災」や「集中豪雨」は一過性のものでは無いということです。「南海トラフ」による「大規模地震」の発生は予想されることですし、「地球温暖化」による気候変動は、今後ますます大きくなるでしょう。そのためにも、「いざ」という時のための日ごろの備えが必要になります。学園では、毎月「避難訓練」を実施し、幼児から高校生まで全員が参加しています。火災はもちろん、自然災害時における個の行動のとり方を考えることは大事です。年長者が年少者の面倒を見ながら行動する、互いに助け合いながら危機に対処する姿勢を身につけてもらいたいと考えています。それは、社会の中の一員として生きていくことにもつながっていくことだと考えています。
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施設長　吉　田　幸　雄
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8月行事予定
1日（水）　　学園キャンプ（２日目　厚田村キャンプ場）

2～3日　　　 キャンプ予備日　　

６日（月）　　高校生キャンプ（～7日）

7日（火）　　理容ボランティア（美容室のじり　さん）

8日（水）～14日（火）　町内会　太鼓練習

9日（木）　　海水浴

 10日（金）　　予備日（海水浴）

11日（土）　　山の日　　観劇（劇団　かっぱ座）

13日（月）　　光が丘　夏まつり

15日（水）～16日（木）　　盆踊り（町内）

 17日（金）　　駒沢幼稚園・幌加内高始業式

19日（日）　　サッカー観戦　

21日（火）　　南小・光陵中始業式

25日（土）　　誕生日会

26日（日）　　そば検定試験（幌加内）

. -ご厚志　ご寄贈など　感謝申し上げます（7月１日～３1日）

　(ご芳名もれをお許しください)

コープさっぽろ　様　　前野商店　様　　北海道新聞社会福祉基金　様　　岩見沢東ロータリー　様　　　ビクトリア観光　様　　　ニュー銀座会館　様　　　荒川博之　様　　　武田義晴　様　　　河内克彰　様　　　岩見沢ライオンズクラブ　様　　　宮川農園　様　　　太田米良　様　　立正佼成会　様　　　岩崎俊博　様　　
.



　


　暑い中、小学生、中学生が準備を手伝ってくれました。


毎年そうめんだけではなく、ゆで玉子やスーパーボールまでたくさんのものを用意してくださっている炊事さんに感謝です。気温は変更できませんが、楽しい行事で暑さを吹き飛ばしています。


　　-女子グループ　野々川友紀-











子どもとの関係をスムーズにするために考えた


「ほまれかがやきを」です


ほ　める（褒める）


ま　つ（待つ）


れ　んしゅう（練習）


か　わり（代）にすることを提示


が　んきょう（環境）づくり


　　（いつも　ちかづいて　おだやかに　しずかな　環境）


や　くそく（約束）


き　もち（気持）に理解を示す


を　ちつく（落ち着く）








「1学期を振り返って」


　色々と出会いがありましたが、お楽しみ会が楽しかったです。


　　　　　－男子グループ　小学校4年生　Ｒ君－


「1学期を振り返って」


　体育でとびばこを６だんとびました。そして歩いてとびました。すごく楽しかったです。


－男子グループ　小学4年生　Ｓ君ー


「1学期にがんばったこと」


さんすうをがんばった　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


－男子グループ　小学1年生　Ｓ君ー


「１学期を振り返って」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　体育祭で優勝！


女子グループ　中学2年生　Ｒさん－














逆に、子どもを委縮させてしまうものは「ひどいおとぎばなし」です


 ひ　ていけい（否定形）


ど　（怒）鳴る叩く


い　や（嫌）み


お　（脅）す


と　（問）う聞く考えさせる


ぎ　（疑）問形


ば　つ（罰）をあたえる


なし　なじる（人格否定形）

















　昨年の夏にも行っていたので、行く前からプールの絵を見ながら「ここに行きた～い」と楽しみにしていました。


　急きょ行けることになった高校生のＳさんは、小学生が「こっちで泳ぎた～い」と言えば付いていってくれ、よく面倒をみてくれました。毎日の暑さの中、プールで流れ、波に乗り、滑って・・・と夏を満喫。炊事さんの作ってくれたお弁当も「おいしい～」と完食しました。


-女子グループ　川口紀子-

















男子グループ　16歳　Ｔ君


　Ｔ君、ハッピーバースデー！プレゼント（スピーカー＆イヤホン）を渡すと、職員の拙い包装でも喜んでくれる優しい男です！丁寧に包装をはがし、さっそく使っています。年を一つ重ね少しずつ大人に近づいています。楽しいこと、悩む事も沢山あると思うけれど、自分の道を踏みしめて進んで欲しいです。


-男子グループ　藤井宏弥-








月の誕生会に加えて卒園生を招待してパーティーを行っています。年に1度の招待とあって沢山の卒園生が参加してくれました。毎年のことながらですが、卒園児童の多くは社会人となっており在園児童にお土産を買ってくれたり、食事の後には恒例のスポーツ大会を行い、大いに楽しませてもらいました。


‐男子グループ　佐々木達生‐





　　今年もロータリークラブの方々と蕎麦の種まきを行いました。例年の事とあってすっかり子ども達も顔見知りで気さくに大人の方と会話を弾ませる子ども達に成長しています。また秋の収穫が待ち遠しいことやそば打ちなどの声が上がっています。　　　　


-男子グループ　佐々木達生-











　参加しづらかった子も参加でき、ゆで汁でスープをつくる等、料理の工夫ができた。


-男子グループ　南圭輔-


手作り会を重ねることで、楽しく調理し食を楽しむことができている。今後は予算や食材の工夫、個々の調理技術も含めた内容検討を楽しみながらできることが、手作り会の良さでもあるので、“作る”に多くの意味を込めていきたいと思います。


-女子グループ　西原潤子-











男子グループ　7歳　Ｓ君


　小学生に進級して初めての誕生会を行っています。「お寿司が食べたい」とお部屋の子たちと魚米へ・・・初めこそレールに乗ってお寿司が運ばれるのに目を輝かせていましたが、途中からは皿が積み重なるのにﾋﾔﾋﾔする程、満腹に食べて帰ってきました。Ｓ君、これからももっと大きく成長してください。お誕生日おめでとう。


-男子グループ　佐々木達生　-











